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西 インド,ラバー リーの刺繍布 その変遷 と社会的認識
上羽陽子/大阪芸術大学
本発表 では,ラ バー リーの刺繍布 がカ ッチ
県 の手工芸 の代表的な扱いを受けるようにな っ
た経緯 と,ラ バー リー社 会が この動 きに対 し
て どのように認識を して,何 故 「刺繍禁止令」
を発令 したか,そ の変遷 を ラバー リー社会 の
変 化 とイ ン ドおよびカ ッチ県での手工芸振興
活動 とを照 し合 せなが ら考察 を試 みた。
調査地である西イン ド,グ ジャラー ト州 カッ
チ県 は,パ キ スタ ンとの国境 沿いに位 置 し,
年 間 降水 量400mmL,(下の乾 燥地帯 で ある。
カ ッチ県では染色,織 物,陶 芸,金 工,革 細
工,木 工な ど 「カ ッチ ワー ク」 と呼ばれ る多




これ らの 出版物の表紙を飾 る代表的な民族
集 団と して,ラ クダやヤギな どの牧畜を主な
生業 とす るラバー リー(Rabari)が取 り上
げ られて いる。彼 らの牧畜生活 は固定 した村
に家 を持 ちなが ら,1年 の うち約10カ月間を
家畜 に与え る草を求めて家族 ごと移動す る移
牧 である。 また,ラ バー リー全体で はこの よ
うな移牧 を行 って いる者 は約70%であ り,残
りの約30%は一つ の村 に定住 し,家 か ら少 し
離 れた場所 の野原で家畜を飼 い,日 中に放牧
をさせて生活 を している。 カ ッチ県 にはカシ,
デバ ラヤ,ヴ ァガディアの3集 団が居住 し,
その人 口は約15,000～18,000人(カッチ県総
人 口の約1%)と されて いる。
表紙 と して取 り上 げ られ る題材 は,ラ バー
リー 自身 の風俗や家屋 に泥 と石灰で描 いた壁
面装飾,ラ クダや ヤギの毛 を用 いた放牧用具
などであ り,中 で も,鏡 片 を縫 い付 けること
で有名 な彼 らの刺繍布 は,鮮 やか な色彩 と多
様 な文様表現 によ って制作 され,1970年代 頃
か らイ ン ド国内外 で注 目され てきた。
この経緯 にはカ ッチ県 での手工芸振興活動
と深い関わ りがある。 イ ン ド独立後,初 代首
相 で あ るネル ー首相(PanditJawaharalal
Nehru在 職1947-64)は,手工芸 と手織産
業 の育成 を試 み,1952年に全 イ ン ド手工芸委
員 会(AllIndiaHandicrafutsBoard)を設
立 し,手 工 芸振興 についてイ ン ド政府 を挙 げ




州の中心都 市 ・ア フマダーバー ドに国立 デザ
イ ン研究所(NationalInstituteofDesign)
が設立 された。 このよ うな動 きの中で1974年
にグジャラー ト州政府手工芸 公社 が設立 され,
そ の 後,1976年 に カ ッチ 県 の 首 都 ブ ジ
(Bhuj)に手工芸宣伝広告 ・事業拡大セ ンター
HandicraftsMarketing&ServiceEx-
tensionCenter)も設立 され た。 そ して,こ
れ らを契機 にカ ッチ県の手工芸振興活動が盛
ん にな って いった。ただ し,こ れ らの活動の




による刺繍技術が注 目され,女 性た ちの刺繍
の継承を 目的 と した振興活動 も活発 にな った。
そ して,1989年に国立手工芸 ・手織博物館 に

































































の結果,現 在,唯 一,カ ッチ県の3集 団の中
で刺繍禁止令の出ていないカシラバ リにおい
て他の2集 団同様にジグザグミシンによる文
様表現が盛んに行われるようになってきてい
る。また,彼 らの壁面装飾 もこの震災により
崩れ落ち,震災後,こ れ らを小片にして販売
するという新 しい動きもある。
今後,カ ッチ県での手工芸復興活動がこの
地方の手工芸にどのような影響を与えるのか,
また,ラ バーリーの手工芸技術が,こ の震災
によってどのように変化 し続けてゆくか,さ
らなる追加調査を試みたい。
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